
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
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土
文
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お
け
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量
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考
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随
葬
衣
物
疏
の
実
情
、
ま
た
、
量
詞
の
使
用
情
況
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
言
及
で
き

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
部
分
を
補
い
た
ノ
＼
文
書
個
々
に
つ
い
て
検
討

　
ト
　
ル
フ
ア
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
イ
グ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
ル
　
ム
　
チ

　
吐
魯
番
（
↓
員
｛
彗
）
は
、
中
国
新
彊
維
吾
爾
自
治
区
の
中
央
部
、
鳥
魯
木
斉
の
南
　
　
し
て
い
き
た
い
。
但
し
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
文
書
は
、
右
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』

東
約
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
に
あ
る
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
有
数
の
都
市
で
あ
る
。
　
　
所
収
の
も
の
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
重
複
す
る
文
書
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
本
稿
で
は
、

天
山
南
路
一
西
域
北
道
一
の
中
ほ
ど
、
東
部
天
山
南
麓
に
立
置
す
る
が
、
こ
こ
は
ま
た
、
　
　
右
と
は
別
途
に
提
出
さ
れ
た
個
別
的
な
報
告
書
を
基
と
し
て
、
そ
う
し
た
文
書
の
あ

タ
　
リ
　
ム
　
　
　
　
　
　
ジ
ユ
ガ
　
ル

塔
里
木
盆
地
と
准
鳴
爾
盆
地
と
を
結
ぶ
公
道
の
起
点
で
も
あ
り
、
か
つ
て
は
、
シ
ル
　
　
り
よ
う
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
そ
の
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
便
用
情
況
な
ど
に
つ

ク
ロ
ー
ド
に
沿
う
交
通
の
要
地
と
し
て
栄
え
た
。
吐
魯
番
盆
地
に
は
、
海
抜
下
二
八
　
　
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

○
メ
ー
ト
ル
余
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
理
学
上
で
も
著
名
な
土
地
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
に
つ
い
て

　
二
十
世
紀
後
半
に
入
り
、
こ
の
地
の
古
墓
よ
り
、
四
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ス
タ
i
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

の
多
量
の
古
文
書
が
発
掘
さ
れ
、
「
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
　
　
　
一
九
五
九
年
よ
り
一
九
七
五
年
に
わ
た
り
、
吐
魯
番
県
の
阿
斯
塔
那
村
の
北
と
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ク
ワ
タ
ク

る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
古
文
書
に
み
え
る
「
量
詞
」
を
収
集
、
検
討
し
、
こ
れ
を
　
　
拉
和
卓
村
の
東
と
に
お
い
て
、
晋
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
古
墓
四
〇
〇
基
余
が
発

も
っ
て
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
研
究
の
一
助
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
見
さ
れ
た
。
発
掘
品
の
中
に
は
大
量
の
文
書
が
あ
り
、
そ
の
内
の
漢
文
文
書
は
『
吐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
本
稿
は
、
別
稿
「
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
に
お
け
る
量
詞
に
つ
い
て
」
の
姉
妹
篇
に
　
　
魯
番
出
土
文
書
』
　
一
統
名
一
と
し
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
一
注
2
参
照
一
。
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

相
当
す
る
。
こ
の
小
稿
は
、
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
　
一
九
冊
一
を
調
査
対
象
一
資
料
一
と
　
　
フ
ァ
ン
出
土
文
書
の
年
代
性
、
性
格
等
の
一
端
を
窺
う
意
味
で
、
今
、
そ
の
第
一
冊

し
、
そ
こ
に
み
え
る
量
詞
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
整
理
、
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
に
掲
げ
る
「
前
言
」
、
そ
の
他
を
参
照
す
れ
ば
、
大
体
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
シ

紙
数
の
制
約
上
、
そ
こ
で
は
文
書
の
出
土
情
況
、
そ
の
内
容
や
記
載
方
法
、
就
中
、
　
　
　
前
漢
時
代
、
車
師
王
国
は
吐
魯
番
盆
地
を
支
配
し
て
そ
の
西
北
の
交
河
城
を
都
と

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
⑧
杜
会
科
学
）
第
二
十
六
巻
　
八
七
頁
∫
一
〇
二
頁
　
平
成
四
年
十
二
月
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ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ホ
ジ
ヨ

し
て
い
た
が
、
漢
王
朝
は
元
帝
の
時
、
そ
の
東
南
の
高
昌
壁
に
屯
田
し
兵
を
置
い
た

一
今
の
阿
斯
塔
那
の
東
南
、
姶
拉
和
卓
の
西
南
の
位
置
一
。
高
昌
に
は
、
そ
の
後
、
中
国
の
内
乱
を

避
け
て
移
住
す
る
も
の
が
多
く
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
。

　
東
晋
成
和
二
年
一
三
二
七
一
、
十
六
国
の
前
涼
張
駿
が
こ
こ
に
高
昌
郡
を
置
き
、
高
昌

城
に
郡
治
し
た
。
そ
の
後
の
西
涼
、
北
涼
時
代
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
北
涼
承
平
一

八
年
咽
六
〇
一
、
柔
然
は
渠
氏
北
涼
を
倒
し
、
闘
伯
周
を
立
て
て
高
昌
王
と
な
し
た
。

こ
の
後
、
張
、
馬
、
麹
の
諸
姓
が
相
次
い
で
王
と
な
り
、
王
城
を
高
昌
に
置
い
た
。

こ
れ
を
「
高
昌
国
」
と
称
し
た
。
就
中
、
昭
武
王
麹
嘉
を
祖
と
す
る
麹
氏
王
朝
一
承

平
元
年
〈
五
〇
二
〉
－
延
寿
末
年
〈
六
四
〇
〉
一
の
繁
栄
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
唐
の
貞
観
十
四
年
一
六
四
〇
一
、
唐
一
太
宗
一
は
麹
氏
高
昌
王
国
を
減
し
、
こ
こ
に
西
州

を
置
き
、
高
昌
城
を
西
州
都
督
府
の
治
所
と
し
た
。
九
世
紀
中
葉
以
後
、
こ
れ
は
西

州
回
鵠
一
高
昌
回
鵠
、
和
州
回
鵠
と
も
一
の
王
城
と
も
な
っ
た
。

　
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
に
は
、
東
晋
高
昌
郡
時
代
か
ら
唐
代
西
州
時
代
に
か
け
て

の
も
の
が
み
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
こ
う
し
た
情
況
の
も
と
に
、
高
昌
居
民
に
よ
っ

て
地
下
に
埋
蔵
さ
れ
た
文
化
遺
産
の
一
部
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
様
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、

葬
送
時
に
、
わ
ざ
わ
ざ
作
成
さ
れ
た
随
葬
品
そ
の
も
の
と
し
て
の
文
書
で
あ
り
、
こ

れ
に
は
、
ω
随
葬
品
の
品
目
や
質
二
夏
な
ど
を
記
載
し
た
随
葬
衣
物
疏
、
お
よ
び
、

㈹
功
徳
疏
、
告
身
、
ま
た
、
一
種
の
地
券
⑧
契
約
書
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
内
、
㈹
の

方
の
点
数
は
多
く
な
い
。
地
券
や
契
約
書
な
ど
は
、
随
葬
衣
物
疏
の
末
尾
に
併
せ
記

入
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
他
の
一
は
、
反
故
紙
一
廃
紙
一
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
た
ま
た
ま
今
日
に

遺
存
し
、
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
反
故
紙
を
用
い
て
墓
主
の
軽
靴
、
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

帯
、
枕
奏
な
ど
の
服
飾
品
や
葬
具
等
を
作
り
、
こ
れ
を
随
葬
に
供
す
る
と
い
う
習
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ア
イ

が
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
う
し
た
紙
軽
、
紙
帽
、
紙
棺
な
ど
を
ほ
ぐ
し
て
み
る
と
、
そ

の
素
材
に
文
書
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
は
、
従
っ
て
、
前
者
と
違

い
、
多
く
残
欠
し
た
形
一
断
片
等
一
で
出
土
す
る
も
の
が
多
く
、
文
言
も
十
分
に
理
会
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
出
土
点
数
は
多
く
、
内
容
も
性
格
も
多
方
面

に
わ
た
り
、
当
時
の
籍
帳
や
文
書
の
研
究
、
ま
た
、
杜
会
⑧
経
済
の
研
究
に
は
不
可

欠
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
は
、
右
の
よ
う
に
、
お
よ
そ
、
二
様
三
種
に
分
類
さ
れ
る
。

前
稿
で
は
、
随
葬
衣
物
疏
関
係
の
文
書
群
を
A
群
と
称
し
、
そ
の
他
の
文
書
群
を
B

群
と
称
し
た
一
本
稿
で
も
同
様
で
あ
る
一
。

二
　
随
葬
衣
物
疏
に
つ
い
て

　
随
葬
衣
物
疏
一
衣
物
券
と
も
一
は
、
墓
主
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
、
彼
が
身
に
随
え
て

冥
土
へ
持
っ
て
行
く
衣
物
⑧
器
物
類
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
漢
代
の

遺
策
⑧
木
方
な
ど
に
類
似
す
る
が
、
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
は
ほ
と
ん
ど
紙
本
文
書

で
あ
り
、
ま
れ
に
木
版
一
板
一
や
石
刻
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
（
6
一

　
随
葬
衣
物
疏
の
性
質
、
ま
た
、
歴
史
的
価
直
に
つ
い
て
は
、
鄭
学
檬
氏
、
侯
仙
氏

な
ど
の
論
考
が
あ
る
。
そ
の
性
格
⑧
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
遣
い
に
よ
っ
て

も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、
随
葬
衣
物
疏
の
末
部
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
言
辞
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
一
九
冊
一
に
み
え
る
と
こ
ろ
か

ら
一
端
を
示
す
一
①
、
②
、
…
－
は
そ
の
冊
数
、
「
阿
」
は
阿
斯
塔
那
村
出
土
文
書
、

「
吟
」
は
吟
拉
和
卓
村
出
土
文
書
、
「
1
－
1
」
は
そ
の
一
号
墓
出
土
の
一
号
文
書
、

を
意
味
す
る
。
な
お
、
こ
の
翻
刻
本
文
に
は
固
有
名
詞
の
左
傍
に
傍
線
が
付
さ
れ
て

い
る
が
、
今
省
略
す
る
。
改
行
は
／
印
で
示
す
）
。

○
　
…
…
、
韓
渠
霞
□
命
早
終
、
謹
條
随
身
衣
裳
雑
物
如
右
、
時
見
…
…
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○O○○ 　
　
　
　
　
（
①
阿
1
－
1
、
西
涼
建
初
十
四
年
四
一
八
韓
渠
妻
随
葬
衣
物
疏
）

　
…
…
謹
條
随
身
衣
物
数
、
…
…

　
　
　
　
　
（
①
吟
9
6
－
1
、
北
涼
真
興
七
年
四
二
五
宋
洋
妻
陳
儀
容
随
葬
衣
物
疏
）

□
］
随
身
所
有
衣
物

　
　
　
　
　
（
①
吟
9
6
－
2
、
竜
興
某
年
宋
洋
妻
彊
氏
随
葬
衣
物
疏
）

　
…
…
、
謹
條
随
身
衣
裳
物
数
如
右
、
時
見
…
…

　
　
　
　
　
（
①
阿
2
－
1
、
北
涼
縁
禾
六
年
四
三
六
黎
万
随
葬
衣
物
疏
）

右
條
衣
裳
雑
物
悉
張
世
容
随
身
所
有
、
若
有
人
侭
一
認
一
名
、
詣
大
平
事
訟
了
、

　
　
　
　
　
（
①
吟
9
9
－
1
、
建
平
六
年
四
九
丁
五
〇
一
の
頃
か
張
世
容
随
葬
衣
物
疏
一

こ
れ
ら
に
は
、
随
身
す
る
衣
裳
類
は
右
の
と
お
り
だ
と
み
え
る
一
こ
の
種
の
表
現
を
甲

類
と
略
称
す
る
一
。
五
点
と
も
、
随
葬
品
の
頭
部
に
は
「
故
生
絹
楯
二
皿
」
の
よ
う
に
「
故
」

字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
右
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
の
内
で
も
麹
氏
王
朝
一
五
〇
二
∫
六
四
〇
一
以
前
の
時

期
の
も
の
で
あ
り
、
同
王
朝
の
六
、
七
世
紀
、
お
よ
び
、
唐
支
配
の
時
期
に
な
る
と
、

そ
の
末
部
の
言
辞
は
次
の
よ
う
に
し
て
み
え
て
い
る
。

○○○○○右
上
所
件
、
悉
是
平
生
所
用
之
物
、
…
…

　
　
　
　
（
②
阿
m
－
1
、
高
昌
章
和
十
三
年
五
四
三
孝
姿
随
葬
衣
物
疏
）

右
上
所
條
、
憲
是
□
H
／
用
物
、
：
…

　
　
　
　
一
②
阿
m
－
3
、
高
昌
延
昌
二
年
五
六
二
長
史
孝
寅
随
葬
衣
物
疏
）

右
上
所
條
、
圏
□
生
時
所
用
物
、
…
…

　
　
　
　
一
②
阿
8
8
－
1
、
高
昌
延
昌
七
年
五
六
七
牛
辰
英
随
葬
衣
物
疏
）

有
一
右
一
上
□
H
］
生
所
用
之
物
、

　
　
　
　
（
③
阿
㎜
－
1
、
高
昌
義
和
四
年
六
一
七
鉄
名
随
葬
衣
物
疏
）

右
上
所
條
、
悉
是
平
存
所
用
物
。

　
　
　
　
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
　
　
　
　
　
　
（
③
阿
湖
－
1
、
高
昌
重
光
元
年
六
二
〇
鉄
名
随
葬
衣
物
疏
）

○
　
右
上
所
條
、
悉
是
平
存
所
用
物
。

　
　
　
　
　
　
　
（
③
阿
㎜
－
1
、
高
昌
重
光
二
年
六
一
二
張
頭
子
随
葬
衣
物
疏
）

○
　
悉
是
平
存
所
用
之
物
、

　
　
　
　
　
　
　
（
③
阿
m
－
1
、
高
昌
延
寿
十
年
六
三
三
元
児
随
葬
衣
物
疏
）

○
　
悉
是
平
生
用
具
、
随
意
取
用
、
不
得
廻
回
。

　
　
　
　
　
　
（
⑥
阿
㎜
－
1
、
庸
噸
鰯
t
軒
一
一
毎
な
苅
九
〉
唐
店
太
夫
人
随
葬
衣
物
疏
）

○
　
H
］
平
生
所
用
之
物
、
全
従
延
泉
。

　
　
　
　
　
　
　
（
⑥
阿
獅
－
1
、
唐
永
徽
六
年
六
五
五
趨
羊
徳
随
葬
衣
物
疏
）

　
こ
れ
ら
に
は
、
右
に
列
挙
し
た
の
は
墓
主
の
「
平
生
一
平
存
一
所
用
」
の
物
で
あ
る

と
み
え
る
一
同
じ
く
乙
類
と
略
称
一
。
こ
の
内
、
第
一
例
の
文
書
に
は
や
は
り
「
故
」
字
が
、

第
二
、
第
三
例
の
文
書
に
は
代
っ
て
「
右
」
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
麹
氏
王
朝

時
代
に
お
い
て
は
、
第
四
例
以
下
の
よ
う
に
「
故
」
「
右
」
が
用
い
ら
れ
な
い
の
が
ふ

つ
う
で
あ
る
。

　
末
部
の
言
辞
は
、
甲
類
と
乙
類
と
相
違
す
る
が
、
あ
る
い
は
、
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
と
み
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
随
葬
衣
物
疏
の
基
本
的
性
格
は
、
冥
界
宛
に

発
信
す
べ
く
、
墓
主
の
生
前
所
用
の
物
を
列
挙
し
た
も
の
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
「
故
」
「
右
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
　
一
墓
主
の
一
「
平
生

一
平
存
一
所
用
一
之
一
物
」
と
い
う
表
現
を
手
懸
り
と
し
て
解
明
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
な
お
、
考
え
た
い
。

　
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
一
九
冊
一
に
収
め
る
随
葬
衣
物
疏
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
第
七
、
八
、
九
冊
に
は
同
衣
物
疏
が
み
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
凡
例
ω
、
末
部
の
文
言
に
つ
き
、
甲
類
一
乙
類
の
略
称
で
示
す
。
「
一
」
印
は
、
別
途
の
文
言
を
用
い
る
も

　
　
　
　
の
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
茎
言
を
用
い
な
い
も
の
、
ま
た
は
、
料
紙
の
当
該
部
分
を
欠
く
も
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［別表］ 『吐魯番出土文書』（9冊）における随葬衣物疏

冊 衣物疏番号 文　　書　　名 隼　　　　　　　代 （1） （2）

① 阿305－1 鉄名随葬衣物疏1 前秦建元20年（384）頃 一
×

① 阿305－2 挟名随葬衣物疏2 前秦建元20年（384）頃 一 ×

① 阿　1－1 韓渠妻随葬衣物疏 西涼建初14年（418） 甲類 ○

① 阿59－1 嵌名随葬衣物疏 北涼玄始12年（423）頃か ■
×

① 口含96－1 宋洋妻晩儀容随葬衣物疏 北涼真興7年（425） 甲類 ○

① 給96－2 宋洋妻蟄氏随葬衣物疏 竜興某年（425～432頃か） 甲類 ○

① 阿62－1 随葬衣物疏 北涼縁禾5年（436） 一 X
① 口含91－1 嵌名随葬衣物疏 西涼建初4年（408）～北涼縁禾5年（436）頃 一 X
① 阿　2－1 嚢万随葬衣物疏 北涼縁禾6年（437） 甲類 ○

① 吟99－1 張世容随葬衣物疏 建平6年（450～582の頃か） 甲類 ○

① 吟99－2 荷長資父母壊墓随葬衣物疏 （同上の頃か） 一 ○

② 口含90－1 阿荷母随葬衣物疏 闘氏高昌時期㊥柔然永康17年（482）頃 ■ ○

② 阿303－1 嵌名随葬衣物疏 高昌和平元年（551）頃 一 ？

② 阿524－1 令狐孝忠妻随葬衣物疏 高昌章和5年（535） 一
×

② 阿524－2 令狐孝忠妻随葬衣物疏 高昌建昌3年（557） ■ ？

② 阿170－1 孝姿随葬衣物疏 高昌章和13年（543） 乙類 ○

② 阿170－2 光妃随葬衣物疏 高昌章和18年（548） 一 X
② 阿170－3 長史孝寅随葬衣物疏 高昌延昌2年（562） 乙類 右

② 阿88－1 牛辰英随葬衣物疏 高昌延昌7年（567） 乙類 右

② 阿169－1 張孝章随葬衣物疏 高昌建昌4年（558） 一 X
② 阿169－2 信女某甲随葬衣物疏 高昌延昌16年（576） 一

×

② 暗38－1 氾崇鹿随葬衣物疏 高昌延昌32年（592） 一 ×

② 阿335－1 鉄名随葬衣物疏 高昌延昌32年（592） 一
×

② 阿313－1 鉄名随葬衣物疏 高昌章和18年（548） ■ X
② 阿313－2 錬＝名随葬衣物疏 高昌（548～598頃か） 一 X
③ 阿23－1 某甲随葬衣物疏 高昌延和4年（605） ・

×

③ 阿333－1 宜□随葬衣物疏 高昌延和4年（605） 一
×

③ 阿520－1 碑児随葬衣物疏 高昌延和6年（607） ‘ ×

③ 阿370－1 鉄名随葬衣物疏 高昌延和12年（613） ■
×

③ 阿113－1 鉄名随葬衣物疏 高昌義和4年（617） 乙類 ×

③ 阿48－1 某甲随葬衣物疏 高昌延昌36年（596） ・ X
③ 阿48－2 鉄名随葬衣物疏 高昌延和3年（604） 一 X
③ 阿48－3 嵌名随葬衣物疏 高昌義和4年（617） ■

×

③ 阿31－1 信女某甲随葬衣物疏 高昌重光元年（620） 一 ×

③ 阿205－1 鉄名随葬衣物疏 高昌重光元年（620） 乙類 ×

③ 阿116－1 張頭子随葬衣物疏 高昌重光2年（621） 乙類 X
③ 阿173－1 元児随葬衣物疏 高昌延寿10年（633） 乙類 ×

③ 阿138－1 鉄名随葬衣物疏 高昌（623～636頃か）
i

×

④（③） 阿517－1 嵌名随葬衣物疏 高昌延昌31年（591） 一 X
④（③） 阿517－2 武徳随葬衣物疏 高昌延昌37年（597） ・

×

④ 阿15－1 唐瞳海随葬衣物疏 唐貞観15年（641）の後まもなくか i
×

④ 阿301－1 嵌名随葬衣物疏 唐貞観（627～649）末年 ■
×

④ 阿151－1 氾法済随葬衣物疏 高昌重光元年（620） 一 ×

⑤ 阿302－1 鉄名（女）随葬衣物疏 高昌麹朝（499～640） 一 X
⑥ 阿91－1 鉄名随葬衣物疏 唐貞観17年（643）～19年頃 一 X
⑥ 阿210－1 店太夫人随葬衣物疏 唐広徳元年（763）の後まもなくか 乙類 ×

⑥ 阿327－1 趨羊徳随葬衣物疏 唐永徽6年（655） 乙類 ×

⑥ 阿42－1 鉄名随葬衣物疏 唐永徴2年（651）の後まもなくか ■ X

ト
ノレ

フ

ア

ン

墓
葬
出
土
文
書
に

お

け
る

量
詞
の

考
察

保
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の
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
②
、
随
葬
品
目
の
す
べ
て
に
、
あ
る
い
は
、
部
分
に
「
故
」
字
を
冠
す
る
文
書
に
は
「
○
」
印
、
全

　
　
　
　
く
冠
し
な
い
文
書
に
は
「
X
」
印
、
欠
損
な
ど
に
よ
り
い
ず
れ
と
も
判
断
で
き
な
い
も
の
に
は

　
　
　
　
　
「
？
」
印
、
ま
た
、
「
右
」
字
を
冠
す
る
文
書
に
は
「
右
」
字
を
付
し
た
。

　
阿
斯
塔
那
ニ
ハ
九
号
墓
か
ら
は
、
十
二
月
往
来
型
の
書
儀
が
出
土
し
て
い
る
（
②

阿
醐
－
6
。
当
墓
か
ら
は
高
昌
建
昌
四
年
五
五
八
、
同
延
昌
十
六
年
五
七
六
の
随
葬
衣
物

疏
が
出
土
し
て
い
る
、
②
阿
醐
－
1
、
同
－
2
一
。
当
時
に
も
書
儀
の
利
用
さ
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
随
葬
衣
物
疏
も
、
い
わ
ば
模
範
文
例
一
集
一
に
基
い
て
作

成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
右
に
お
い
て
も
そ
の
徴
候
は
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

他
に
も
、
そ
の
末
部
の
言
辞
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
こ
と
が
あ
る
。

○
　
…
…
章
和
十
三
年
水
亥
歳
…
…
、
比
丘
果
願
敬
移
五
道
大
神
、
佛
弟
子
孝
姿
持

　
　
佛
五
戒
、
専
修
十
善
、
以
此
月
六
日
物
故
、
…
…
運
一
経
一
渉
五
道
、
－
任
意
所
適
。

　
　
右
上
所
件
、
悉
是
平
生
所
用
之
物
。
時
人
張
堅
固
、
季
定
度
。
若
欲
求
海
東
頭
、

　
　
若
欲
寛
海
東
辞
一
壁
一
、
不
得
奄
遇
停
留
、
急
々
如
律
令
。

　
　
　
　
　
　
（
②
阿
m
－
1
、
高
昌
章
和
十
三
年
五
四
三
孝
姿
随
葬
衣
物
疏
一

　
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
文
言
は
墓
主
の
冥
福
を
祈
る
も
の
で
、

他
に
も
共
通
し
て
み
え
る
こ
と
が
多
い
一
先
の
甲
類
、
乙
類
以
外
の
文
書
に
多
い
一
。
や
は

り
、
模
範
文
例
な
り
先
例
、
慣
例
な
り
を
基
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
今
、
被
葬
者
名
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
「
佛
弟
子
孝
姿
…
…
」
と

あ
る
。
同
墓
葬
中
の
妻
女
光
妃
の
随
葬
衣
物
疏
（
②
阿
m
－
2
、
章
和
十
八
年
五
四
八
）

で
も
、
「
佛
弟
子
光
妃
於
高
昌
大
城
内
命
過
、
持
弗
五
戒
、
専
修
十
善
…
…
」
と
あ
り
、

こ
の
他
の
文
書
で
も
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

○
　
佛
弟
一
子
脱
一
張
頭
子
持
弗
五
戒
、

　
　
　
　
　
　
（
③
阿
㎜
－
1
、
高
昌
重
光
二
年
六
一
二
張
頭
子
随
葬
衣
物
疏
）

ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

○○○○○
　
（
マ
マ
）

　
弗
第
子
元
児
持
弗
五
戒
、

　
　
　
　
　
（
③
阿
m
－
1
、
高
昌
延
寿
十
年
六
三
三
元
児
随
葬
衣
物
疏
）

　
佛
弟
子
武
徳
持
弗
五
戒
、

　
　
　
　
　
（
④
一
③
の
補
一
阿
㎜
－
2
、
高
昌
延
昌
三
十
七
年
五
九
七
武
徳
随
葬
衣
物

　
　
　
　
　
　
疏
）

と
こ
ろ
が
、
別
に
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
も
の
が
あ
る
。

　
佛
弟
子
某
甲
持
弗
五
戒
、

　
　
　
　
　
（
③
阿
4
8
－
1
、
高
昌
延
昌
三
十
六
年
五
九
六
某
甲
随
葬
衣
物
疏
）

　
責
信
女
白
衣
弟
子
ム
甲
、
侍
一
持
一
佛
五
戒
、

　
　
　
　
　
（
③
阿
3
1
－
1
、
高
昌
重
光
元
年
六
二
〇
信
女
某
甲
随
葬
衣
物
疏
）

　
仏
一
佛
一
弟
子
ム
甲
敬
移
五
道
大
神
、
持
仏
五
戒
、

　
　
　
　
　
（
④
阿
皿
－
1
、
高
昌
重
光
元
年
六
二
〇
氾
法
済
随
葬
衣
物
疏
）

　
佛
第
一
弟
一
子
ム
、
俺
十
善
、
持
弗
五
皆
一
戒
一
、

　
　
　
　
　
（
⑥
阿
4
2
－
1
、
唐
挟
名
随
葬
衣
物
疏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

被
葬
者
の
実
名
を
記
す
べ
き
と
こ
ろ
に
「
某
甲
」
「
ム
甲
」
「
ム
」
と
あ
る
。
こ
う

し
た
書
き
方
は
、
先
の
書
儀
に
も
み
ら
れ
、
わ
が
国
の
模
範
文
例
一
集
一
や
往
来
物
な

ど
に
も
類
例
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
右
は
、
そ
う
し
た
模
範
文
例
一
集
一
を
盲
目
的
に
写

し
用
い
た
も
の
と
み
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

○
　
大
徳
比
丘
ム
甲
南
光
敬
移
五
道
大
神
、
佛
弟
子
某
甲
五
戒
、
専
修
十
善
、
…
：

　
　
　
　
　
　
（
③
阿
2
3
－
1
、
高
昌
延
和
四
年
六
〇
五
某
甲
随
葬
衣
物
疏
）

　
こ
れ
は
、
「
ム
甲
」
を
み
せ
け
ち
し
て
「
南
光
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
旦
は

模
範
文
例
一
集
一
の
ま
ま
を
写
し
た
も
の
の
、
そ
の
不
用
意
に
気
付
き
、
修
正
を
加
え

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
随
葬
衣
物
疏
に
は
模
範
文
例
一
集
一
、
あ
る
い
は
、
そ
の
類

が
存
在
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
に
は
量
詞
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

就
中
、
随
葬
衣
物
疏
に
お
い
て
は
、
随
葬
品
目
の
す
べ
て
に
、
ま
た
は
、
そ
の
多
く

に
量
詞
が
添
え
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
文
書
一
B
群
一
に
お
い
て
は
、
量
詞
を

添
え
た
り
添
え
な
か
っ
た
り
で
あ
る
が
、
添
え
る
方
が
多
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
随
葬
衣
物
疏
に
量
詞
が
よ
く
用
い
ら
れ
、
か
つ
、
そ
れ
が
模
範
文
例
一
集
一
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
量
詞
は
模
範
文
例
一
集
一
そ
の
も
の
に
も
用
い
ら
れ
て
い

た
可
能
性
が
大
き
い
。
従
来
、
中
国
の
文
言
文
に
お
い
て
は
、
量
詞
は
登
場
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
数
詞
は
、
そ
の
機
能
上
、
必
ず
し
も
量
詞

を
従
え
る
必
要
は
な
ノ
＼
量
詞
の
文
法
的
役
割
も
き
わ
め
て
低
か
っ
た
か
ら
だ
と
さ

　
（
8
）

れ
る
。
し
か
し
、
随
葬
衣
物
疏
の
よ
う
な
文
書
、
即
ち
、
こ
れ
も
文
言
文
と
い
っ
て

よ
い
文
書
に
量
詞
が
多
用
さ
れ
、
か
つ
、
模
範
文
例
一
集
一
に
も
そ
の
使
用
が
指
示
さ

れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
量
詞
に
関
す
る
従
来
の
考
え
方
は
、
大
小
の
修
正
を
要
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

　
な
お
、
次
節
に
は
随
葬
衣
物
疏
を
中
心
と
し
て
そ
の
量
詞
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、

先
立
っ
て
、
量
詞
を
用
い
な
い
場
合
に
つ
い
て
略
述
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
イ
、
「
名
詞
十
数
詞
」
の
形
式

　
　
　
　
口
、
「
数
詞
十
名
詞
」
の
形
式

　
イ
、
「
名
詞
十
数
詞
」
の
形
式

○
　
H
］
一
、
木
椀
一
、
木
□
□
一
、
大
迦
呂
二
、
小
迦
呂
二
、
大
□
H
／
瓦
盆
一
盆
一

　
　
一
、
黒
麗
一
、
赤
麗
日
、
困
□
H
］
四
□
H
／
箭
後
鉄
一

　
　
　
　
　
　
（
③
阿
搬
－
4
、
延
和
十
九
年
六
二
〇
頃
高
昌
木
椀
等
雑
物
名
條
疏
）

○
　
床
陸
所
陸
□
H
箭
後
略
一

　
　
　
　
　
　
（
④
阿
7
8
－
u
、
七
世
紀
、
唐
西
州
蒲
昌
県
糧
帖
H
）

○
　
H
］
相
祐
斧
一
、
合
斧
騨
。
小
／
H
］
氾
延
憲
、
康
牛
受
児
車
釧
一
、
一
前
後
略
一

　
　
　
　
　
　
（
④
阿
捌
－
3
1
、
高
昌
重
光
元
年
六
二
〇
頃
か
、
高
昌
供
用
斧
⑧
車
釧
一

　
　
　
　
　
　
　
離
轄
等
物
條
記
）

○
　
白
夜
黙
築
一
一
中
略
一
杜
海
柱
木
椀
四
／
蓋
子
五
　
魏
養
徳
木
椀
十
　
一
中
略
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
黎
黙
斗
奮
子
一
　
賢
□
口
大
盆
一
　
王
胡
、
大
／
盆
一
　
曹
不
擬
之
小
瓶
一

　
　
一
搬
一

　
　
　
　
　
　
（
⑥
阿
醐
－
7
、
唐
貞
観
十
九
年
六
四
五
頃
か
、
唐
白
夜
獣
等
雑
器
物
帳
）

　
口
、
「
数
詞
十
名
詞
」
の
形
式

○
　
請
廿
僧
乞
謂
、
井
施
馬
疋

　
　
　
　
　
　
（
⑦
阿
2
9
－
1
、
唐
威
了
三
年
六
七
二
新
婦
為
阿
公
録
在
生
功
徳
疏
）

　
こ
の
文
書
に
は
数
種
の
量
詞
が
み
え
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
多
く
、
ま

た
、
「
尼
僧
廿
人
」
「
十
箇
尼
僧
」
の
よ
う
な
用
例
も
み
え
て
い
る
。

○
　
計
成
佛
／
一
万
二
千
五
百
柑
佛
。
日
作
佛
二
百
六
十
元
、
、
廿
佛
　
　
一
同
右
）

○
　
往
前
於
楊
法
師
房
内
造
一
庁
井
堂
宇
　
　
（
同
右
）

〇
一
三
家
同
籍
別
財

　
　
　
　
　
　
（
⑦
阿
醐
－
2
、
唐
景
竜
三
年
七
〇
九
十
二
月
至
景
竜
四
年
正
月
西
州
高

　
　
　
　
　
　
　
昌
県
処
分
田
畝
案
巻
）

○
　
○
○
立
一
牌
膀

　
　
　
　
　
　
（
⑨
阿
醐
－
5
8
、
八
世
紀
、
唐
城
南
営
小
水
田
家
牒
稿
為
挙
老
人
董
思

　
　
　
　
　
　
挙
検
校
取
水
事
一

〇
　
請
罰
車
牛
一
遣
遠
便
　
　
（
同
右
）

　
　
　
三
　
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞

　
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
は
、
東
晋
高
昌
郡
時
代
か
ら
唐
代
西
州
時
代
に
及
ぶ
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
内
、
晋
代
の
も
の
は
前
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
五
胡
十
六
国
時
代
か
ら
唐
代
に
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か
け
て
の
文
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。
左
記
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
三
〇
五
号
墓
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
二
　
吐
魯
番
拾
拉
和
卓
白
雀
元
年
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
三
　
吐
魯
番
出
土
大
女
劉
弘
妃
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
四
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
一
号
墓
韓
渠
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
五
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
二
号
墓
彊
万
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
六
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
四
八
号
墓
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
七
　
吐
魯
番
出
土
某
佛
弟
子
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
八
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
三
七
〇
号
墓
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
九
　
吐
魯
番
出
土
某
佛
弟
子
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
十
　
吐
魯
番
出
土
王
伯
楡
夫
妻
随
葬
衣
物
疏

　
　
　
士
　
吐
魯
番
出
土
呉
君
範
随
葬
衣
物
疏

前
秦
建
元
二
十
年
（
三
八
四
一

後
秦
白
雀
元
年
（
三
八
四
）

（
前
秦
建
元
二
十
年
）

前
秦
建
元
二
十
二
年

　
　
　
　
　
（
三
八
六
）

西
涼
建
初
十
四
年
（
四
一
八
）

北
涼
縁
禾
六
年
（
四
三
六
）

高
昌
延
昌
三
十
六
年

　
　
　
　
　
（
五
九
六
）

高
昌
延
昌
四
十
隼
（
六
〇
こ

高
昌
延
和
十
二
年
（
六
二
二
）

高
昌
重
光
三
年
（
六
二
二
）

高
昌
延
寿
二
年
、
同
五
年

（
六
二
五
、
六
二
八
）

高
昌
延
寿
九
年
（
六
三
二
）

　
　
　
一
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
三
〇
五
号
墓
随
葬
衣
物
疏

　
　
＊
前
秦
建
元
二
十
年
一
三
八
四
一
、
紙
本
文
書
。
当
文
書
は
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』

　
　
　
第
一
冊
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
一
①
阿
鋤
－
1
）
。

　
一
九
五
九
年
、
吐
魯
番
県
阿
斯
塔
那
北
区
で
四
世
紀
か
ら
七
世
紀
末
に
か
け
て
の

墓
葬
六
基
（
T
A
M
㎜
∫
狐
）
が
発
掘
さ
れ
、
次
に
報
告
さ
れ
た
。

　
○
新
彊
維
吾
爾
自
治
区
博
物
館
「
新
彊
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
北
区
墓
葬
発
掘
簡
報
」
、

『
文
物
』
一
九
六
〇
年
第
六
期
。

　
六
基
の
墓
葬
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
紀
年
文
書
が
出
土
し
、
三
〇
五
号
墓
一
男
女
合
葬

墓
一
の
女
屍
衣
領
内
か
ら
は
、
「
建
元
廿
年
三
月
廿
三
日
韓
翁
自
期
二
日
召
弟
到
応

見
。
適
…
…
」
の
文
書
一
具
結
一
、
ま
た
、
そ
の
胸
前
衣
内
か
ら
は
左
記
衣
物
疏
一
紙

　
　
　
　
　
　
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

が
出
土
し
た
一
書
体
は
行
書
一
。

一
行
）

1
　
緯
結
髪
両
枚
　
　
録
錘
叙
一
誰
又
　
白
珠
一
離
又

2
　
桂
覆
面
一
枚
　
　
紺
績
尖
一
枚
　
　
紫
纏
枕
一
枚

3
　
白
縫
杉
一
領
　
　
白
桂
揮
二
皿
　
　
繧
綻
袴
二
y

4
　
白
縫
揮
二
皿
　
　
紫
碧
喬
：
皿
　
　
白
経
株
：
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
量
カ
）

5
　
緯
地
系
一
締
ヵ
一
軽
一
轄
ヵ
一
一
□
□
一
蹴
ヵ
一
麹
嚢
一
枚

6
　
撰
一
懐
ヵ
一
袖
嚢
一
枚
　
　
黄
手
系
一
締
ヵ
一
二
両
　
　
銅
銭
二
枚

7
　
手
脚
分
一
爪
ヵ
一
嚢
各
一
枚
　
白
経
被
一
領

　
釈
文
に
若
干
の
不
審
が
あ
る
も
の
の
、
右
十
九
品
目
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
量
詞

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
量
詞
ご
と
に
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
離
又
二
例
一
装
身
具
の
類
一
　
　
　
　
枚
八
例
一
覆
再
手
脚
爪
警
銅
銭
な
ど
一

　
　
立
　
五
例
一
箪
残
君
只
株
一
　
　
　
領
　
二
例
一
杉
被
一

　
　
両
一
例
一
手
系
一
　
　
　
　
　
量
　
一
例
一
軽
〈
軽
ヵ
〉
一

　
「
懐
袖
嚢
」
は
、
両
袖
を
接
し
て
両
手
を
相
互
に
さ
し
入
れ
る
袋
状
の
袖
袋
。
「
手

脚
爪
嚢
L
は
、
手
爪
嚢
と
脚
爪
嚢
と
一
各
一
点
一
を
い
う
。
前
者
は
袋
状
の
手
袋
一
指

の
な
い
も
の
一
と
い
う
が
、
ミ
ト
ン
型
の
も
の
か
、
後
者
は
布
株
一
た
び
一
の
一
種
。

　
量
詞
に
は
「
枚
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
揮
、
袴
、
君
巾
な
ど
に
は
、
こ
れ
ま

で
「
要
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
立
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、

、
株
」
　
一
く
っ
た
ヴ
「
機
」
に
同
じ
一
に
は
、
こ
の
時
代
、
「
量
」
を
用
い
た
例
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
先
に
も
触
れ
た
一
注
一
9
一
文
献
、
四
二
頁
一
。

　
二
　
吐
魯
番
恰
拉
和
卓
白
雀
元
年
随
葬
衣
物
疏

＊
後
秦
白
雀
元
年
一
前
秦
建
元
二
十
年
、
三
八
四
一
、
紙
本
文
書
。

一
九
二
八
年
、
黄
文
弼
氏
が
新
彊
調
査
の
折
、
吟
拉
和
卓
の
一
農
民
の
手
よ
り
得

sokyu
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ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

た
文
書
で
、
断
簡
二
紙
片
よ
り
成
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
論
考
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
○
黄
文
弼
著
『
吐
魯
番
考
古
記
』
（
考
古
学
特
刊
）
、
一
九
五
四
年
、
新
華
書
店
。

　
○
史
樹
青
「
新
彊
文
物
調
査
随
筆
」
、
『
文
物
』
一
九
六
〇
年
第
六
期
。

　
○
馬
薙
「
吐
魯
番
的
”
白
雀
元
年
衣
物
券
”
」
、
『
文
物
』
一
九
七
三
年
第
一
〇
期
。

　
随
葬
衣
物
疏
に
つ
き
、
馬
藩
氏
は
旧
釈
を
修
正
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
復
元
図
を
提

出
さ
れ
て
い
る
一
紙
端
を
罫
線
で
示
す
一
。

　
　
　
　
（
前
欠
）

15　　14　　13　　12　　11　10　　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2　　1

□
紺
縞
□
H

故
紺
績
結
髪
□
H

故
絹
覆
面
二
…
：
□
H

故
碧
□
一
…
…
…
□
H

故
木
蹄
一
枚
…
…
□
H

故
絹
杉
一
領
…
…
□
H

故
絹
小
楴
一
喬
一
…
□
H

故
絹
大
禰
一
君
巾
二
…
□
H

故
絹
被
一
…
…
…
…
□
H

故
雑
緑
…
…
…
…
…
□
H

締
五
十
斤
…
…
…
：
□
H

故
兎
豪
一
毫
一
五
百
束
…
□
H

白
雀
元
年
九
月
八
日
□
H

條
衣
裳
…
…
…
…
…
□
H

留
難
時
見
左
…
…
…
□
H

H
］
帰
萬
里

H
］
…
行
不
得

H
］
…
雀
後
玄
武

H
］
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
］
…
二
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
］
…
銅
銭
全
副

　
掲
出
写
真
に
よ
れ
ば
、
私
見
で
は
、
右
に
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
あ
る
ら
し
い
。

　
　
1
一
行
目
一
「
紺
」
の
上
に
「
故
」
字
　
　
3
　
　
「
二
」
の
下
に
「
枚
」
字

　
　
4
　
「
一
」
の
下
に
「
枚
」
字
　
　
　
7
　
「
禰
」
の
下
に
「
二
皿
」
の
二
字

　
　
8
　
「
一
」
の
下
に
「
立
」
字
　
　
9
　
「
一
」
の
下
に
「
領
」
字

　
杉
、
被
に
「
領
」
、
橘
に
「
立
」
を
用
い
る
の
は
、
先
の
三
〇
五
号
墓
衣
物
券
に
同

じ
で
あ
る
。
「
兎
毫
五
百
束
」
の
よ
う
な
誇
大
表
現
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。
「
銅

銭
全
副
」
の
「
全
」
と
は
「
千
」
の
宛
字
で
あ
ろ
う
か
（
「
副
」
は
単
位
か
）
。

　
　
　
三
　
吐
魯
番
出
土
大
女
劉
弘
妃
随
葬
衣
物
疏

　
　
＊
前
秦
建
元
二
十
二
年
一
三
八
六
一
、
紙
本
文
書
。

　
高
昌
故
城
附
近
で
出
土
し
た
も
の
で
、
橘
瑞
超
氏
の
将
来
に
か
か
る
。

　
○
小
笠
原
宣
秀
「
吐
魯
番
出
土
の
宗
教
生
活
文
書
」
、
西
域
文
化
研
究
会
編
『
西
域

　
　
文
化
研
究
第
三
　
　
敦
煙
吐
魯
番
杜
会
経
済
資
料
（
下
）
　
　
』
、
一
九
六
〇
年
、

　
　
法
蔵
館
、
二
五
五
頁
、
お
よ
び
、
図
版
第
三
一
）

　
右
に
よ
れ
ば
、
本
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
一
句
読
点
私
貢
以
下
同
様
一
。

1
．
故
白
絹
皿
川
匹
　
　
　
　
　
故
雑
色
繰
四
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
黄
金
千
両

2
　
故
兎
豪
一
毫
一
百
束
　
　
　
故
結
緋
頭
括
髪
三
枚

3
　
故
本
有
頭
舜
一
勾
　
　
　
白
絹
手
巾
用
一
四
カ
一
裏

4
　
故
黄
丹
二
曇
　
　
　
　
　
故
胡
粉
一
裏

5
　
故
色
糸
一
勾
　
　
　
　
　
故
班
笥
一
枚

6
　
故
糸
綾
架
綾
二
曇
井
針
一
枚

7
　
建
元
廿
二
年
正
月
癸
卯
朔
廿
二
甲
子
、
大
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8
　
女
劉
弘
妃
随
身
衣
裳
雑
物
、
人

9
　
不
得
名
、
時
見
左
青
龍
、
右
白
虎
、

　
　
　
　
　
　
己

1
0
　
書
手
券
疏
糸
季
時
知

　
前
秦
は
、
建
元
十
九
年
一
東
晋
太
元
八
年
、
三
八
三
一
に
湖
水
で
東
晋
に
大
敗
し
た
。
そ

の
支
配
権
は
崩
壊
し
、
同
二
十
一
年
へ
王
荷
堅
は
縫
死
し
た
。
「
建
元
廿
二
年
」
と
は

そ
れ
に
間
も
な
い
時
分
の
紀
年
で
あ
る
。

　
本
文
に
つ
き
、
「
裏
」
を
「
裏
一
里
一
」
と
翻
字
す
る
む
き
も
あ
る
が
、
右
で
よ
か
ろ

う
。
て
故
黄
金
千
両
L
「
紀
」
の
ニ
ケ
条
は
行
問
に
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
白
絹

柑
匹
」
「
黄
金
千
両
」
「
兎
毫
百
束
」
な
ど
は
、
実
際
に
随
葬
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

ろ
う
。
冥
土
に
お
い
て
も
富
有
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

一
注
一
6
一
文
献
、
ニ
ハ
八
頁
一
。
随
葬
品
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
「
故
」
字
が
冠
せ
ら
れ

て
い
る
一
一
一
噌
辞
㎜
一
。

　
量
詞
に
は
、
「
枚
」
三
例
一
整
髪
具
の
類
、
班
笥
、
針
一
、
「
束
」
一
例
一
兎
毫
一
、
「
裏
」
三

例
一
手
巾
黄
丹
、
胡
粉
一
が
み
え
て
い
る
。
「
勾
」
字
は
、
わ
が
国
で
は
「
鐘
一
勾
」

一
和
銅
元
年
閨
八
月
十
日
の
太
政
官
符
、
「
鎗
・
は
不
動
倉
の
か
ぎ
一
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
延
喜
式

で
も
、
鎗
、
鑓
、
戸
引
手
、
長
押
肱
金
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
ク
⑧
グ

右
は
「
絢
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
で
も
「
錦
参
匹
新
紫
締
捌

絢
参
両
壱
分
」
一
尾
張
国
正
税
帳
、
天
平
六
年
±
百
二
十
四
日
、
大
日
本
古
文
書
一
、
六
一
〇
頁
一
、

「
一
経
師
廿
二
人
外
給
人
別
糸
三
絢
麗
二
穎
」
　
一
正
倉
院
文
書
、
天
平
十
年
二
月
八
日
、
大
日

本
古
文
書
七
、
一
四
六
頁
一
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
一
一
絢
は
糸
一
斤
一
。

四
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
一
号
墓
韓
渠
随
葬
衣
物
疏

＊
西
涼
建
初
十
四
年
一
四
一
八
一
、
紙
本
文
書
。
当
文
書
は
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』

第
一
冊
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
一
①
阿
1
－
1
）
。

　
　
　
　
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
一
九
六
三
年
十
二
月
か
ら
一
九
六
五
年
に
か
け
て
吐
魯
番
県
阿
斯
塔
那
⑧
吟
拉
和

卓
の
古
墓
群
五
六
基
が
発
掘
さ
れ
、
次
に
そ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
○
新
彊
維
吾
爾
白
治
区
博
物
館
「
吐
魯
番
県
阿
斯
塔
那
　
　
吟
拉
和
卓
古
墓
群
発

　
　
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
三
年
第
一
〇
期
。

　
そ
の
内
、
正
式
に
整
理
の
終
っ
た
四
五
基
に
つ
い
て
は
、
時
期
的
に
三
区
分
さ
れ

る
。

　
　
　
第
一
期
晋
か
ら
南
北
朝
中
期
に
至
る
一
紀
元
一
二
世
紀
∫
六
世
紀
初
一

　
　
　
第
二
期
　
南
北
朝
中
期
か
ら
初
唐
に
至
る
一
紀
元
六
世
紀
初
－
七
世
紀
中
一

　
　
　
第
三
期
盛
唐
か
ら
中
唐
に
至
る
一
紀
元
七
世
紀
中
－
八
世
紀
中
一

　
第
一
期
は
、
こ
の
地
に
高
昌
郡
の
置
か
れ
て
い
た
時
代
か
ら
漢
人
の
植
民
国
家
高

昌
国
の
時
代
、
第
二
期
は
、
高
昌
国
の
麹
王
朝
の
時
代
、
第
三
期
は
、
貞
観
十
四
年

一
六
四
〇
一
に
唐
に
よ
っ
て
高
昌
が
減
さ
れ
、
西
州
の
置
か
れ
て
よ
り
開
元
年
問
一
七

；
丁
七
四
一
一
の
頃
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
。

　
こ
の
内
、
第
一
期
の
T
A
M
一
号
墓
か
ら
建
初
十
四
年
の
紀
年
の
あ
る
随
葬
衣
物

疏
が
出
土
し
た
。
右
「
簡
報
」
二
二
頁
に
掲
げ
る
図
三
〇
に
よ
れ
ば
、
書
体
は
行
書

体
、
全
二
二
行
の
内
、
九
行
目
ま
で
が
衣
物
、
そ
の
他
の
随
葬
品
リ
ス
ト
で
あ
り
、

一
〇
行
目
以
下
は
冥
界
宛
の
書
信
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
を
掲
げ
る
。

1
　
故
紫
結
髪
□
H
］
國
縛
一
練
一
萩
頭
□
H

2
H
］
故
縛
一
練
一
覆
面
一
枚
故
憤
一
枚
故
絹
小
杉

3
H
］
故
纏
一
練
一
橋
一
領
故
絹
小
揮
ニ
ユ

4
　
H
］
故
纏
一
練
一
樟
二
皿
　
故
生
絹
裾
一
立

5
H
］
衣
一
領
故
縫
一
練
一
機
一
量
故
軽
一
履
一
一
量

6
　
故
碧
桂
□
H
］
鐵
一
機
一
郭
一
具
　
故
手
中
黄
締
□
H

7
　
兎
豪
一
毫
一
萬
束
　
黄
金
千
両
　
正
白
巾
締
絹
百
匹
　
故
懐
袖
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ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

8
　
臨
臼
嚢
各
一
枚
　
故
絹
毬
一
領

9
　
黄
松
棺
□
□
　
故
木
跣
一
椀
一
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昌
脱
カ
）

1
0
　
建
初
十
四
年
八
月
廿
九
日
高
昌
郡
高
県
都
郷
孝
敬
里
民

u
　
韓
渠
□
一
妻
一
□
一
絶
一
命
早
終
、
謹
條
随
身
衣
裳
雑

1
2
　
物
如
右
、
時
見
左
清
一
青
一
龍
右
白
虎
、
書
物
数
、
前
朱
□
一
雀
一

1
3
　
後
玄
武
、
□
□
□
要
、
急
一
一
急
一
如
律
令

　
「
建
初
」
は
西
涼
武
昭
王
李
嵩
の
年
号
で
あ
る
。
但
し
、
建
初
十
三
年
二
月
に
李

嵩
が
卒
し
て
子
李
散
が
位
を
嗣
ぎ
、
嘉
興
元
年
と
改
ま
っ
て
い
る
の
で
、
建
初
十
四

年
七
は
嘉
興
二
年
一
四
一
八
一
の
こ
と
で
あ
る
。
書
面
は
、
韓
渠
が
地
の
冥
界
に
入
る
に

際
し
、
四
神
を
証
人
一
時
見
一
と
し
て
随
身
の
衣
裳
⑱
雑
物
、
お
よ
び
、
そ
の
点
数
を

列
挙
し
、
冥
界
に
宛
て
て
発
し
た
文
書
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
如
律
令
」
は
、
漢
代
以
降
の
公
文
書
に
用
い
ら
れ
た
慣
用
的
表
現
で
、
本
来
は
、

こ
の
文
書
の
到
ら
ば
速
か
に
対
処
す
べ
き
こ
と
、
律
令
の
如
く
せ
よ
、
あ
る
い
は
、

一
あ
と
は
諸
般
一
規
定
ど
お
り
に
行
え
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
一
注
一
9
一
文
献
、
四
三
頁
一
。

し
か
し
、
こ
の
時
代
に
は
、
符
呪
の
類
の
末
句
に
用
い
ら
れ
、
道
教
的
な
呪
句
と
し

　
　
　
　
（
u
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

て
多
用
さ
れ
、
こ
れ
は
ま
た
、
民
問
信
仰
と
し
て
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
文
書
の
九
行
目
ま
で
の
品
目
に
は
、
多
く
「
故
」
字
が
冠
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

原
則
的
に
量
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
具
」
一
例
一
□
機
郭
一
、
「
東
」
一
例
一
兎
毫
一
、

「
枚
」
四
例
一
覆
面
、
噴
、
．
懐
袖
臨
臼
嚢
、
椀
一
、
「
立
」
三
例
一
小
揮
揮
、
祷
一
、
「
領
」
三
例

一
橋
、
□
衣
、
毬
一
、
「
量
」
二
例
一
機
、
軽
一
が
そ
れ
で
あ
り
、
度
量
衡
の
単
位
に
、
「
両
」

一
黄
金
）
、
「
匹
」
　
一
締
絹
一
が
み
え
て
い
る
。

五
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
二
号
墓
墾
万
随
葬
衣
物
疏

＊
北
涼
縁
禾
六
年
一
四
三
六
一
、
紙
本
文
書
。
当
文
書
は
『
吐
魯
番
出
土
文
文
書
』

　
　
　
第
一
冊
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
①
阿
2
－
1
）
。

　
前
項
と
同
じ
く
、
阿
斯
塔
那
⑧
姶
拉
和
卓
古
墓
群
の
第
一
期
に
属
す
る
T
A
M
二

号
墓
か
ら
、
北
朝
北
涼
．
の
沮
渠
蒙
遜
の
年
号
縁
禾
六
年
の
随
葬
衣
物
疏
が
出
土
し
た
。

　
　
　
テ
キ
マ
ン

墓
主
は
饗
万
。
随
葬
衣
物
疏
は
紙
本
で
、
四
〇
X
三
五
一
五
セ
ン
チ
、
書
体
は
行
書
、

文
面
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
印
刷
の
都
合
上
、
他
の
行
と
同
大
字
と
し
た
が
、
第

七
行
目
一
第
九
行
目
に
続
く
一
は
行
問
に
細
字
で
追
記
入
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
、

二
行
目
の
細
字
分
も
追
記
入
、
十
行
．
目
末
尾
の
「
手
板
一
枚
」
は
や
や
大
字
、
十
三

行
目
下
方
の
三
字
は
大
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

1
故
路
緋
結
髪
両
枚
故
銀
導
一
枚
故
畠
練
覆
面
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
索
一
枚

2
故
畠
尖
一
枚
故
緯
尖
一
枚
　
故
白
巾
絹
袷
一
枚
　
故
白
巾
練
杉
一
領

3
　
故
由
吊
練
両
當
一
領
　
故
畠
練
橋
一
領
　
故
白
巾
練
小
揮
二
皿

4
　
故
畠
練
大
揮
二
皿
　
故
白
巾
練
袴
二
y
　
故
白
巾
練
楯
二
且

5
　
故
懐
袖
臨
臼
嚢
各
一
枚
　
故
手
爪
嚢
一
枚
　
黄
金
千
斤

6
　
手
中
黄
締
三
文
　
銅
銭
自
副
　
故
銅
機
郭
一
具

7
　
故
畠
絹
単
衣
一
領
　
故
白
巾
絹
枕
一
枚
　
故
白
巾
絹
被
一
領
　
故
畠
練
・

8
　
兎
毛
千
束
　
故
皇
…
練
株
一
量
　
故
紺
軽
一
履
一
一
量

⑲
・
褥
一
領

1
0
　
色
畠
千
匹
　
故
黄
桑
棺
一
口
　
手
板
一
枚

u
　
縁
禾
六
年
正
月
十
四
日
延
寿
里
民
謹
万
去
天

1
2
　
入
地
、
謹
條
随
身
衣
裳
物
数
如
右
、
時
見
左

1
3
　
清
一
青
一
龍
右
白
虎
、
前
朱
雀
後
玄
武
　
　
　
　
田
並
條

　
饗
万
が
地
の
冥
界
に
入
る
に
つ
き
、
随
身
す
る
衣
裳
物
と
そ
の
数
と
を
列
挙
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

冥
界
に
宛
て
た
書
面
で
あ
る
。
四
神
を
証
人
一
時
見
一
と
す
る
の
は
当
時
の
風
習
の
一

で
あ
っ
た
ら
し
く
、
類
例
も
多
い
。
リ
ス
ト
の
部
分
に
は
、
お
よ
そ
三
〇
品
目
が
列
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挙
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
は
次
の
よ
う
な
量
詞
が
み
え
て
い
る
。

　
　
口
　
一
例
一
棺
一
　
　
　
　
具
一
例
一
銅
機
郭
一

　
　
束
一
例
一
兎
毛
一
　
　
枚
二
例
（
辮
麟
構
輪
顕
養
に
遡
晦
ヂ
板
）

　
　
立
　
四
例
一
小
揮
、
大
揮
、
袴
、
裾
一
領
　
六
例
一
杉
、
両
当
、
橋
、
単
衣
、
被
、
滴
一

　
　
量
　
二
例
一
秣
、
軽
一

　
度
量
衡
の
単
位
も
「
斤
」
、
丈
」
、
匹
L
と
み
え
て
い
る
一
各
一
例
一
。

　
「
故
」
字
が
、
や
は
り
、
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
行
目
の
第
六
品
目
以

下
の
場
合
は
本
文
中
に
同
大
字
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
一
の
四
品
目
の
場
合
一

は
右
傍
に
一
あ
る
い
は
、
字
問
に
一
小
さ
く
脱
字
を
補
入
す
る
よ
う
な
形
で
追
記
入
さ
れ

て
い
る
。
執
筆
の
途
中
か
ら
「
故
」
字
を
書
き
出
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
「
故
」
が

接
頭
語
と
し
て
の
用
法
に
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
故
」
字
は
、
二
一
二

品
目
に
冠
せ
ら
れ
、
七
品
目
に
冠
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
前
者
二
一
二
品
目
は
、
生
前
、

墓
主
の
身
に
付
け
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
遺
品
、
ま
た
、
屍
体
に
付
し
た
衣
物
類
の
よ

う
で
あ
る
。
後
者
七
品
目
は
、
黄
金
な
ど
の
葬
儀
の
折
の
埋
納
品
、
も
し
く
は
、
二

行
目
右
傍
と
十
行
目
末
尾
に
補
入
さ
れ
た
形
の
二
品
目
（
サ
駄
㍉
仁
糊
洲
）
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
こ
で
も
黄
金
千
斤
、
手
中
黄
糸
三
丈
、
銅
銭
自
副
、
兎
毛
千
束
、
色
白
巾

千
匹
と
い
う
甚
大
な
数
量
が
み
え
る
が
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
随
葬
さ
れ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
こ
と
さ
ら
過
大
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
物
そ
の
も
の
も
紙
銭
の

よ
う
な
擬
製
品
を
用
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
六
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
四
八
号
墓
随
葬
衣
物
疏

＊
高
昌
延
昌
三
十
六
年
一
五
九
六
一
、
紙
本
文
書
。
当
文
書
は
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』

　
第
三
冊
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
③
阿
4
8
－
1
）
。

一
九
六
六
年
に
発
掘
さ
れ
た
阿
斯
塔
那
四
八
号
墓
は
一
男
二
女
の
合
葬
墓
で
、
こ

　
　
　
　
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

こ
か
ら
は
、
高
昌
章
和
十
一
年
一
五
四
一
一
か
ら
延
昌
三
十
六
年
の
紀
年
文
書
が
出
土

レ
、
ま
た
、
延
昌
三
十
六
年
、
延
和
三
年
一
六
〇
四
一
、
義
和
四
年
一
六
一
七
一
の
樋
葬
衣

物
疏
三
点
が
出
土
し
た
。
随
葬
衣
物
疏
は
、
い
ず
れ
も
量
詞
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い

て
貴
重
で
あ
る
。
今
、
そ
の
一
点
を
取
り
上
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は

左
記
に
も
言
及
さ
れ
、
図
版
は
『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
一
期
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
一
距
素
一
。

　
○
馬
藩
「
略
談
有
関
高
昌
史
的
幾
件
新
出
土
文
書
」
、
『
考
古
』
一
九
七
二
年
第
四

　
　
期
。
　
　
　
　
　
　
　
、

1
　
紫
綾
摺
袴
一
具
　
　
白
練
揮
杉
一
具
　
　
被
錦
一
百
張

2
　
雑
色
繰
白
巾
一
千
段
　
　
金
銀
銭
二
万
文
　
　
鶏
鳴
枕
一
枚

3
石
灰
一
嚢
　
姻
一
咽
一
絞
一
脂
一
糊
一
胡
一
□
一
粉
一
具
　
蘭
一
鋸
一
一
枚

　
　
聾
刀
尺
具

4
　
針
椀
具
　
　
玉
肺
一
腕
一
一
蟹
　
　
脚
摩
一
麟
一
一
両
　
　
撃
天
系
一
糸
一
万
、

　
　
九
千
丈

5
　
延
昌
柑
六
年
丙
辰
歳
三
月
廿
四
日
大
徳
比
丘

6
　
某
甲
敬
移
五
道
大
神
、
佛
弟
子
ム
甲
持
弗
五
戒

7
　
専
俺
十
善
、
宜
。
向
一
享
一
遇
齢
、
永
賜
難
老
、
但
昊
天

8
　
不
弔
、
以
此
月
十
九
日
忽
然
但
一
殖
一
損
、
運
渉
五
遣
、
幸

9
　
勿
呵
留
、
任
意
聴
過
、
請
書
張
堅
固
、
時
見

1
0
　
李
定
度
、
，
若
欲
求
海
東
頭
、
若
欲
寛
海
西

u
　
壁
、
不
得
奄
遺
留
停
、
急
、
如
律
令

　
延
昌
三
十
六
年
は
高
昌
国
の
年
号
で
、
晴
の
開
皇
十
六
年
に
当
る
。
後
半
の
言
辞

は
、
墓
主
の
た
め
の
追
福
祈
願
文
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
請
書
…
…
」
以
下
は
符

呪
的
文
言
で
、
張
堅
固
一
李
定
度
は
古
代
民
問
習
俗
に
お
け
る
神
山
一
神
名
一
で
あ
る
。
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ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

祈
願
文
、
地
券
、
そ
の
他
に
証
人
一
時
見
一
と
し
て
よ
く
登
場
す
る
一
右
馬
薙
氏
論
文
、
ま

た
、
鄭
氏
注
（
5
）
文
献
、
四
二
七
頁
、
な
ど
）
・

　
量
詞
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
具
」
の
使
用
が
目
立
つ
。
「
櫓
袴
」
や

「
揮
杉
」
も
集
合
体
を
称
し
た
も
の
ら
し
い
。
「
一
百
張
」
「
一
千
段
」
「
二
万
文
」
「
、

一
万
一
九
千
丈
」
と
い
っ
た
数
字
は
さ
ら
に
増
大
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
「
玉
旅
」
は
、
他
の
随
葬
衣
物
疏
に
「
玉
猫
」
「
玉
賄
」
な
ど
と
も
み
え
る
。
玉
猟

は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
で
は
、
麹
氏
王
朝
の
始
ま
っ
て
問
も
な
く
よ
り
、
そ
れ

が
滅
ん
で
問
も
な
く
ま
で
の
随
葬
衣
物
疏
に
は
よ
く
み
え
て
い
る
が
、
そ
の
表
記
に

は
七
様
が
あ
る
一
注
一
－
一
文
献
一
。
「
狗
」
は
「
豚
」
字
の
異
体
で
、
小
家
の
意
、
従
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

て
、
「
玉
狗
一
誰
又
」
は
玉
猪
一
石
猪
一
一
対
の
意
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
　
、
脚
麟
L
　
一
脚
披

と
も
い
う
一
は
、
布
株
、
ま
た
は
脚
飾
の
一
種
で
護
脚
布
の
こ
と
。
今
の
維
吾
爾
族
等
の

使
用
す
る
裏
脚
布
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
一
注
一
5
一
文
献
一
。

七
　
吐
魯
番
出
土
某
佛
弟
子
随
葬
衣
物
疏

　
　
＊
高
昌
延
昌
四
十
年
一
六
〇
こ
、
紙
本
文
書
。

　
橘
氏
所
蔵
文
書
に
は
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
随
葬
衣
物
疏
が
み
え
る
一
既
出
、
第
三

項
、
小
笠
原
宣
秀
氏
論
文
、
二
五
四
頁
、
お
よ
び
、
図
版
第
三
一
に
よ
る
）
。

1
　
百
福
□
H

2
　
雑
色
糸
一
千
斤
　
勇
刀
一
枚
　
□
□
□
一
枚
　
粗
支
糊
粉
□

3
　
針
綾
具
　
鶏
鳴
□
一
枕
一
一
□
一
枚
一
　
□
一
玉
一
□
一
肺
一
一
要
　
脚
麟
一
両

　
　
五
穀
具

4
　
石
灰
一
斜
一
嚢
　
撃
天
糸
萬
々
九
千
丈

5
　
延
昌
柑
年
庚
申
歳
閨
月
十
九
日
大
徳
比
丘
果
願
、
敬
移
五
道
大

　
　
　
　
　
　
〉

6
　
神
、
佛
子
弟
、
　
持
仏
五
戒
専
俺
十
善
、
亘
週
選
齢
、
永
保

71110　9
　
難
老
、
而
昊
天
不
弔
、
以
此
閨
月
十
四
日
奄
萱
一
喪
一
盛
年
経
渉

　
五
道
幸
勿
呵
留
、
任
□
一
意
一
口
一
聴
一
□
一
過
一
清
一
請
一
書
口
一
張
一
□
H

　
堅
固
、
時
見
李
□
一
定
一
□
一
度
一
□
H

若
欲
□
H

急
如
□
H

右
の
よ
う
な
衣
物
類
に
つ
き
、
小
笠
原
氏
は
「
先
亡
が
平
生
所
持
し
た
も
の
な
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
L
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
「
故
」

字
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
量
詞
に
は
、
。
具
L
「
嚢
」
「
嚢
・
「
枚
」
「
両
・
が
み
え
て

い
る
。
「
蟹
」
と
は
「
離
又
」
の
謂
で
あ
ろ
う
一
注
一
－
一
文
献
、
≡
頁
一
。
「
石
灰
一
酬
一

嚢
」
に
つ
き
、
原
本
に
は
「
旭
」
と
み
え
る
。
こ
れ
は
、
「
科
」
と
も
一
小
笠
原
氏
一
、

「
斜
」
と
も
一
、
吐
魯
番
出
土
文
書
・
な
ど
一
翻
字
さ
れ
て
い
る
。
「
科
」
が
「
斗
」
一
十
升
一
の

「
正
」
字
で
あ
り
、
「
斜
」
が
「
十
斗
」
の
意
で
あ
る
と
す
れ
ば
一
観
智
院
本
類
聚
名
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

抄
、
法
下
一
四
一
一
、
こ
れ
は
「
斜
」
と
理
会
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八

吐
魯
番
阿
斯
塔
郡
三
七
〇
号
墓
随
葬
衣
物
疏

　
　
＊
高
昌
延
和
十
二
年
一
六
≡
一
、
紙
本
文
書
。
当
文
書
は
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』

　
　
　
第
三
冊
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
③
阿
㎜
－
1
）
。

　
先
一
第
六
項
一
の
馬
薙
氏
論
文
一
、
考
古
』
一
九
七
二
年
第
四
期
一
に
は
、
阿
斯
塔
那
四
八
号

墓
随
葬
衣
物
疏
の
他
に
、
同
三
七
〇
号
墓
随
葬
衣
物
疏
の
図
版
も
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

翻
字
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
　
桐
□
一
椀
一
弓
勇
一
箭
一
一
具
　
銀
庄
一
装
一
刀
帯
一
具
　
金
銀
二
万
文
　
紫
綾
□

　
　
（
杉
）

2
　
□
一
袴
一
一
具
　
白
綾
杉
袴
一
具
　
□
一
錦
一
綴
一
万
匹
　
鶏
鳴
枕
一
枚
　
玉
賦

　
　
（
賄
）
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3
　
一
嚢
　
脚
摩
一
両
　
焚
一
撃
一
天
系
万
ミ
九
千
丈
　
石
灰
一
斜
　
五
穀
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

4
　
延
和
十
二
年
癸
酉
歳
五
月
四
日
大
徳
比
丘
果
悪
敬

5
　
移
五
道
大
神
、
仏
弟
子
持
仏
五
戒
、
専
惰
十
善
、
亘
向
一
享
一

6
　
選
霊
一
齢
一
、
永
保
難
□
一
老
一
、
而
昊
天
不
弔
、
以
此
月
三
日
奄
喪

7
　
盛
年
、
運
渉
五
道
、
幸
勿
呵
留
、
任
意
聴
果
一
過
一
、
情
一
請
ヵ
一
書

8
　
張
堅
固
、
時
見
口
一
李
一
定
度
、
若
欲
求
海
東
頭
、
若
欲

9
　
寛
海
西
辞
一
壁
一
、
不
得
奄
遇
留
亭
一
停
一
、
急
、
如
律
令

　
延
和
十
二
年
一
六
≡
一
は
晴
の
大
業
九
年
に
相
当
す
る
。
本
文
、
ま
た
、
量
詞
の
用

法
は
先
の
四
八
号
墓
随
葬
衣
物
疏
と
類
似
し
て
い
る
が
、
「
玉
賦
」
の
条
は
「
一
離
又
」

と
あ
っ
た
。
「
石
灰
一
斜
」
は
、
原
本
に
「
札
」
と
あ
る
。

九
　
吐
魯
番
出
土
某
仏
弟
子
随
葬
衣
物
疏

　
　
＊
高
昌
重
光
三
年
一
六
二
二
一
、
紙
本
文
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
大
谷
探
検
隊
の
将
来
に
か
か
る
一
竜
谷
大
学
所
蔵
、
大
谷
文
書
四
九
一
七
号
一
。
高
昌
国
比

丘
の
随
葬
品
リ
ス
ト
兼
追
善
祈
願
文
で
、
小
笠
原
氏
一
既
出
、
第
三
項
、
二
五
四
頁
、
図
版

三
〇
。
ま
た
、
左
記
論
文
一
は
、
「
高
昌
国
比
丘
果
願
祈
願
文
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
○
小
笠
原
宣
秀
「
西
域
出
土
資
料
に
よ
る
中
世
仏
教
生
活
の
一
駒
」
、
『
日
本
印
度

　
　
学
仏
教
学
研
究
』
、
第
三
巻
第
一
号
、
昭
和
二
九
年
九
月
。

　
○
同
「
西
域
出
土
の
厭
勝
祈
願
文
に
つ
い
て
」
、
『
一
同
右
一
』
、
第
五
巻
第
五
号
、
昭

　
　
和
三
二
年
三
月
、
五
一
四
∫
五
一
八
頁
。

1
　
□
一
脚
一
麟
一
⑪
具
　
靴
一
両
　
紫
羅
尖
一
顔
　
巾
衣
澤
杉
一
具
　
白
綾
大
□

2
　
一
具
　
錦
繍
黄
裸
一
具
　
紫
綾
摺
紋
綾
樟
一
具
　
叙
誓
一
具
　
粗

3
　
枝
胡
粉
具
　
箭
刀
尺
一
具
　
銀
韓
文
刀
子
一
口
　
枝
一
被
ヵ
一
錦
五
十
張
　
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

4
　
繰
一
千
段
　
金
銀
銭
二
万
文
　
石
灰
三
解
　
五
穀
具
　
玉
モ
一
肺
一
一
嚢

　
　
　
　
　
　
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

5
　
□
□
一
天
ヵ
一
糸
万
、
九
千
丈
　
重
光
三
年
壬
午
歳
十
二
月
二
日
大

6
　
徳
比
丘
果
願
、
敬
移
五
道
大
神
、
佛
弟
子
、
持
弗
五
戒
、
専

7
　
脩
十
善
、
宜
向
選
齢
、
永
保
難
老
、
而
号
一
昊
一
天
不
弔
、
不
得
奄

8
　
遇
留
亭
、
急
ミ
如
律
令
、
清
一
請
ヵ
一
書
張
堅
固
、

9
　
　
　
　
　
時
見
李
定
度
、
若
欲
求
海
東
頭
、

1
0
　
　
　
　
　
若
欲
寛
海
西
辞
一
壁
一
、
不
得
奄
一
遇
脱
ヵ
一
留

u
　
　
　
　
　
亭
、
急
ミ
如
律
令

　
小
笠
原
氏
の
翻
字
に
小
異
が
あ
る
。
就
中
、
「
紫
羅
尖
一
顔
」
に
つ
き
、
先
学
は
「
穎
」

と
さ
れ
る
。
図
版
に
よ
れ
ば
「
穎
」
と
は
見
え
な
い
。
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
一
冊

に
、
故
精
尖
一
頭
L
（
①
吟
9
9
－
1
，
A
群
、
建
平
六
年
四
五
〇
∫
五
八
二
頃
一
と
翻
字
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
右
は
「
頭
」
で
も
な
い
。
一
方
、
同
書
第
二
冊
に
「
右
面
衣

一
剰
□
H
」
一
②
阿
7
0
－
2
，
A
群
、
高
昌
延
昌
二
年
五
六
二
）
と
翻
字
さ
れ
一
※
字
の

偏
は
不
明
瞭
の
草
体
の
ま
ま
残
さ
れ
、
芳
は
槽
書
体
で
「
頁
」
と
な
っ
て
い
る
一
、
ま
た
、
「
右
面
衣
一

顔
」
（
②
阿
8
8
－
1
，
A
群
、
延
昌
七
年
）
、
「
尖
一
顔
」
一
②
阿
醐
－
2
，
A
群
、
延
昌

十
六
年
）
、
同
書
第
四
冊
に
「
帽
一
顔
」
（
④
③
の
補
阿
㎜
－
2
，
A
群
、
延
昌
三
十
七
年

五
九
七
）
と
翻
字
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
本
が
実
見
で
き
ず
、
よ
っ
て
、

確
信
を
も
っ
て
翻
字
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
字
形
上
、
こ
れ
に
近
い
よ
う
に
み
え

る
の
で
、
今
、
「
顔
」
と
翻
字
し
て
お
く
。
こ
の
他
、
二
行
目
の
下
は
、
「
右
銀
一
枚

　
（
マ
マ
）

　
右
髪
二
枚
」
（
②
阿
8
8
－
1
，
A
群
、
延
昌
七
年
）
の
よ
う
な
例
か
ら
「
叙
髪
」

一
「
銀
」
は
か
ん
ざ
し
、
、
誓
L
は
も
と
ど
り
、
た
ぶ
さ
一
と
推
読
す
る
。
一
行
目
の
「
⑲
」
は
一
字

分
墨
で
塗
消
し
た
も
の
、
「
石
灰
三
斜
」
は
原
本
「
札
」
と
あ
る
。

　
文
面
は
、
他
に
も
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
右
は
、
一
部
重
複
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
衣
物
類
に
「
故
」
字
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
量
詞
に
は
、
「
具
」
が
目

立
つ
が
、
「
口
」
「
嚢
」
「
張
」
「
両
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

　
　
　
十
　
吐
魯
番
出
土
王
伯
楡
随
葬
衣
物
疏

　
　
＊
高
昌
延
寿
二
年
一
六
二
五
一
、
同
五
年
、
紙
本
文
書
。

　
ア
ウ
レ
ル
⑧
ス
タ
イ
ン
の
第
三
回
中
央
ア
ジ
ア
探
検
シ
ナ
語
文
書
の
内
に
み
え
る

も
の
で
、
左
記
、
お
よ
び
、
小
笠
原
氏
一
既
掲
、
第
三
項
の
論
文
他
一
に
言
及
が
あ
る
。

　
○
籟
①
箏
ユ
竃
φ
ω
O
Φ
『
◎
一
－
①
ω
U
◎
o
冨
旨
①
目
誌
O
｝
｛
目
◎
敏
庄
①
－
印
吋
◎
げ
尉
冒
1
①
向
洪
り
Φ
匝
｛
－

　
　
庄
◎
目
創
①
ω
守
＞
目
『
9
　
0
り
け
臥
箏
①
箏
》
色
①
　
O
①
目
苛
邑
P
　
o
自
げ
－
ω
｝
①
匡
一
U
＜
叶
｝
①

　
　
↓
昌
ω
試
窃
◎
｛
序
①
軍
氏
浄
竃
賞
ω
g
員
－
◎
邑
◎
p
H
㊤
艶
・
ス
タ
イ
ン
文
書
三

　
　
二
三
二
二
二
四
号
、
一
五
五
爾
一
五
六
頁
、
図
版
二
二

（
ス
タ
イ
ン
文
書
三
二
三
号
）
　
一
上
部
破
損
、
罫
線
は
紙
端
を
示
す
一

1
　
　
　
　
　
　
　
　
H
］
鶏
鳴
枕
一
具
　
玉
賦
一
隻

2
　
　
　
H
］
綾
榴
一
具
　
錦
被
辱
一
具
　
金
刀
帯
一

3
　
　
　
　
H
］
萬
匹
　
雑
綾
各
五
百
匹
　
石
灰
三
斜

4
　
　
　
　
　
　
　
H
］
丈
　
右
上
所
條
悉
是
平
生
所

5
　
　
H
］
果
願
、
佛
弟
子
王
伯
楡
、
専
惰
十
善
、
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

6
　
　
H
］
大
神
、
今
於
此
月
廿
日
、
遇
患
損
喪
、
宜

7
　
　
　
　
H
］
昊
天
不
弔
、
奄
喪
盛
年
運
渉
五
道
、

8
　
H
］
張
堅
固
清
一
請
ヵ
一
書
、
　
李
定
度
、
若
欲
求

9
　
　
　
　
　
H
］
不
得
奄
目
旬
一
遺
一
留
亭
、
　
争
々
如

1
0
　
　
　
　
　
□
（
律
）
□
（
令
）

（
ス
タ
イ
ン
文
書
三
二
四
号
）
　
一
破
損
大
、
天
地
の
情
況
不
明
一

－
　
具
　
金
銀
銭

2
　
五
穀
具
　
挙
一
撃
一
天
糸
一

3
　
月
之
捌
也
、
大
徳
比
丘

　
　
（
カ
）

4
　
持
弗
五
戒
、
敬
移
五

5
　
□
延
齢
、
永
保
難

6
　
任
意
聴
果

7
　
　
海
□

　
三
二
三
号
に
つ
き
、
マ
ス
ペ
ロ
、
小
笠
原
両
氏
の
釈
文
に
は
誤
り
が
認
め
ら
れ
る

の
で
、
図
版
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
。
前
半
は
、
「
佛
弟
子
王
伯
楡
」
の
生
前
に
所
持
し

た
品
物
、
ま
た
、
冥
界
へ
旅
立
つ
に
際
し
て
の
携
行
品
の
リ
ス
ト
で
あ
り
、
後
半
は

そ
の
追
善
祈
願
文
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
二
四
号
も
同
趣
の
文
書
と
み
う
け
ら
れ
る
。
小
笠
原
氏
は
、
阿
斯
塔
那
墳
室
第

九
区
第
三
号
か
ら
発
掘
さ
れ
た
王
伯
載
一
延
寿
五
年
〈
六
二
八
〉
残
一
、
お
よ
び
、
そ
の
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

唐
氏
一
延
寿
二
年
残
一
の
二
墓
誌
銘
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
は
王
伯
楡
の
妻
、
晋
昌
唐
氏
に
関

連
す
る
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
既
掲
、
第
三
栗
二
五
五
冥
ま
た
、
第
九
栗
そ
の
後

者
、
五
一
六
頁
）
。

　
量
詞
に
は
、
「
具
」
、
お
よ
び
、
「
隻
」
が
み
え
て
い
る
。
鶏
鳴
枕
は
、
先
に
も
み
え

て
い
る
が
、
こ
の
時
分
は
「
枚
」
、
お
よ
び
、
「
隻
」
で
数
え
る
こ
と
が
多
い
一
注

一
－
一
文
献
一
。
「
具
」
の
用
法
に
注
意
さ
れ
る
。

　
　
　
士
　
吐
魯
番
出
土
呉
君
範
随
葬
衣
物
疏

　
　
＊
高
昌
廷
寿
九
年
一
六
三
二
一
、
紙
本
文
書
。

　
先
の
第
九
項
と
同
じ
く
、
こ
れ
も
大
谷
文
書
で
一
龍
谷
大
学
所
蔵
、
大
谷
文
書
四
八
八
四

号
一
、
小
笠
原
氏
所
掲
の
図
版
一
既
損
第
三
項
の
文
較
図
版
は
第
九
項
の
そ
れ
と
同
じ
、
図
版

三
〇
一
に
よ
れ
ば
、
文
面
は
次
の
よ
う
に
あ
る
一
上
部
破
損
、
罫
線
は
紙
端
を
示
す
一
。

21

H
］
一
具
玉
肺
一

　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
H
］
脚
赦
一
枚
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14　　13　　12　　11　10　　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
趣
の
文
書
と
照
合
す
れ
ば

若
干
は
補
読
で
き
よ
う
か
。
延
寿
九
年
は
唐
の
貞
観
六
年
に
相
当
す
る
。
曇
詞
に
は
、

「
枚
」
と
「
具
」
が
み
え
て
い
る
。
と
も
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
量
詞
で
あ
る
。

　
な
お
、
小
笠
原
氏
は
、
西
域
高
昌
国
に
お
け
る
宗
教
生
活
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
、

こ
う
し
た
文
書
は
「
死
者
の
為
の
追
福
祈
願
文
」
で
あ
り
、
文
書
前
半
の
衣
物
類
は
、

「
奉
献
財
物
」
、
「
供
養
奉
献
の
財
」
と
解
さ
れ
て
い
る
一
第
九
項
、
第
十
項
の
文
書
も
同
様
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
］
白
綾
摺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
］
布
杉
袴

　
　
H
］
銀
帯
□
（
禰
服
。
）
嚢
一
　
銅
完
弓
箭
一
具

　
　
　
　
　
H
］
匹
賓
一
？
一
任
被
表
綾
練
及
羅
十

　
　
　
H
］
文
　
銀
銭
五
万
文
　
錫
人
五
十
　
石
灰

　
　
　
H
］
締
万
、
九
千
丈
　
上
件
所
條
悉
是
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
H
］
壽
九
年
壬
歳
辰
閏
八
月
廿
二
日
、
大
徳
比

　
H
］
□
一
大
一
神
、
仏
弟
子
清
信
士
呉
君
範
、
持
佛

　
　
H
］
選
齢
、
永
保
難
老
、
目
天
天
不
弔
、
可
期
一

　
　
H
］
幸
勿
呵
留
壬
意
聴
過
、
清
一
請
カ
一
書
張

　
　
　
　
　
H
］
海
東
頭
、
若
欲
寛
海
西
壁
、
不

　
　
　
H
］
律
令
不
号
主
、

料
紙
の
首
部
、
上
部
が
欠
損
し
て
い
て
読
め
な
い
。

お
わ
り
に

　
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
個
々
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た

一
注
一
－
一
文
献
一
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
量
詞
の
み
え
る
同
文
書
、
殊
に
随
葬
衣
物

疏
の
内
容
や
記
載
方
法
、
な
ら
び
に
、
量
詞
の
使
用
情
況
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
漢

代
、
ま
た
、
そ
の
前
後
の
備
蹟
類
に
お
け
る
量
詞
に
つ
い
て
は
、
既
に
若
干
の
検
討

　
　
　
　
　
　
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

を
行
っ
て
き
た
が
、
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
、
お
よ
び
、
敦
息
出
土
文
書
、
ま
た
、

晴
代
⑧
唐
代
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
一
層
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
こ
と
を
痛

感
し
て
い
る
。

　
中
国
古
代
に
お
け
る
量
詞
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
言
分
布
、
民
族
分
布
、

宗
教
や
習
俗
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
歴
史
的
変
遷
、
そ
の
他
を
も
念
頭
に
お
い
て
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
手
に
余
る
と
こ
ろ
ば
か
り
で
あ
る
が
、

大
方
の
御
指
導
を
仰
ぎ
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
努
力
は
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
一
年
八
月
十
七
日
草
了
、
九
二
年
九
月
二
日
稿
了
）

　
　
　
　
　
注

　
（
1
）
　
『
島
大
国
文
』
第
二
〇
号
、
一
九
九
一
年
一
一
月
一
〇
日
。

　
（
2
）
　
一
九
八
一
年
一
月
に
第
一
冊
が
刊
行
さ
れ
、
目
下
、
第
九
冊
一
一
九
九
〇
年
四
月
一
ま
で
公

　
　
刊
さ
れ
て
い
る
。
国
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
一
新
彊
維
吾
爾
自
治
区
博
物
館
④
武
漢
大
学

　
　
歴
史
系
編
、
文
物
出
版
杜
出
版
。
こ
こ
で
は
、
文
書
の
翻
字
。
公
開
が
主
で
あ
り
、
各
文
書

　
　
の
出
土
情
況
、
文
書
内
容
、
ま
た
、
量
詞
の
便
用
情
況
、
そ
の
他
に
つ
い
て
の
解
説
、
言
及

　
　
は
な
い
。
［
付
記
］
参
照

（
3
）
　
葬
送
時
に
は
、
既
に
文
書
と
し
て
の
機
能
を
失
づ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
廃
紙
と
し
て
再

　
　
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
古
代
の
偏
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
習
俗
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
未
だ
十
分
に

　
　
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
5
）
　
「
吐
魯
番
出
土
文
書
『
随
葬
衣
物
疏
』
初
探
」
、
韓
国
磐
主
編
『
敦
煙
吐
魯
番
出
土
経
済
文

　
　
書
研
究
』
、
一
九
八
六
年
二
一
月
、
度
門
大
学
出
版
杜
。

（
6
）
　
『
高
昌
棲
蘭
研
究
論
集
』
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
新
彊
人
民
出
版
社
、
一
六
五
∫
二
一
八
頁
。

（
7
）
－
「
佛
弟
子
持
佛
五
戒
」
（
③
阿
㎝
－
1
、
高
昌
延
和
十
二
年
六
二
二
嵌
名
随
葬
衣
物
疏
）
の
よ

　
　
う
に
、
「
某
甲
」
　
一
ム
甲
、
ム
一
と
も
書
か
な
い
類
も
あ
る
。
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ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
一

（
8
）
渡
辺
実
「
日
華
両
語
の
数
詞
の
機
能
　
　
助
数
詞
と
単
位
名
　
　
」
、
『
国
語
国
文
』
、
第
二

　
　
一
巻
第
一
号
（
二
一
〇
号
）
、
一
九
五
二
年
一
月
。

（
9
）
拙
稿
「
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部

　
　
紀
要
』
、
第
二
五
巻
。
二
の
C
三
と
し
て
、
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
五
三
号
墓
木
簡
、
西
晋
泰
始
九

　
　
年
（
二
七
三
）
、
に
言
及
し
た
。

（
1
0
）
　
『
黄
文
弼
著
作
集
』
一
全
四
巻
、
井
上
靖
。
宮
川
寅
雄
監
修
、
土
居
淑
子
訳
、
恒
文
社
刊
一
の
第

　
　
二
巻
と
し
て
一
九
九
一
年
秋
に
公
刊
予
定
（
但
し
、
恒
文
杜
に
間
合
せ
た
と
こ
ろ
、
一
九
九
二
年

　
　
九
月
二
日
現
在
で
未
刊
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
）
。

（
u
）
唐
李
匡
V
〈
『
資
暇
集
』
巻
中
、
「
急
急
如
律
令
」
、
『
景
印
文
渕
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
十
、

　
　
雑
家
類
二
、
雑
考
之
属
、
一
九
八
一
年
、
台
湾
商
務
印
書
館
発
行
。
八
五
〇
1
一
五
六
頁
。

　
　
ま
た
、
注
（
5
）
文
献
、
四
四
一
頁
、
注
（
6
）
文
献
、
ニ
ハ
八
頁
。

（
1
2
）
顕
昭
の
袖
中
抄
、
室
町
時
代
の
古
本
下
学
集
や
印
度
本
節
用
集
、
江
戸
時
代
の
往
来
物
な

　
　
ど
（
架
蔵
大
日
本
永
代
節
用
無
尽
蔵
〈
文
久
四
年
刊
〉
、
増
補
呪
咀
調
法
記
大
全
〈
嘉
永
元
年
刊
、

　
　
寒
水
十
年
刊
の
再
刊
〉
、
三
次
図
書
館
蔵
女
今
川
貞
操
鑑
〈
番
号
第
二
二
一
号
〉
、
他
）
に
も
「
急

　
　
（
隠
）
々
如
律
令
」
の
呪
文
が
み
え
る
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
和
田
率
「
呪
符
木

　
　
簡
の
系
譜
」
　
一
、
木
簡
研
究
』
四
、
一
九
八
二
年
一
に
詳
述
が
あ
る
。

（
1
3
）
　
「
時
見
」
は
実
際
の
契
約
を
か
わ
す
時
に
用
い
る
証
人
の
こ
と
で
、
本
来
な
ら
こ
こ
（
四

　
　
神
の
部
分
）
に
実
在
の
人
物
名
等
が
記
入
さ
れ
る
。

（
1
4
）
　
多
く
の
随
葬
衣
物
疏
か
ら
す
る
と
、
こ
の
時
期
の
葬
礼
に
お
い
て
は
、
玉
猫
は
必
需
品
の

　
　
一
と
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
儀
式
と
し
て
の
も
の
か
、
　
一
冥
土
に
お
け
る
一
家

　
　
畜
と
し
て
の
も
の
か
、
そ
の
他
と
し
て
の
も
の
か
、
未
詳
で
あ
る
。

　
　
　
侃
文
韻
府
に
は
、
「
豚
く
徒
潭
切
家
子
狛
／
碗
同
亦
作
腕
v
」
と
あ
り
、
「
玉
狗
」
の
用
例
と
し

　
　
て
、
異
苑
本
文
「
弘
農
楊
子
陽
…
」
一
、
幽
明
録
一
本
文
、
験
杭
人
沈
稚
…
L
一
か
ら
各
一
例
が

　
　
引
か
れ
て
い
る
。
と
も
に
、
玉
猫
を
得
て
後
に
富
家
と
な
っ
た
話
で
あ
る
。
異
苑
の
用
例
は

　
　
『
景
印
文
渕
閣
四
庫
全
書
』
一
子
部
、
三
四
八
、
小
説
家
類
一
に
確
認
で
き
る
。
幽
明
一
冥
一
録

　
　
の
用
例
は
、
『
叢
書
集
成
新
編
』
一
八
二
、
文
学
類
、
新
文
豊
出
版
公
司
印
行
一
で
は
「
玉
枕
」
と

　
　
な
っ
て
い
る
。

（
1
5
）
史
樹
青
「
晋
周
芳
命
妻
播
氏
衣
物
券
考
釈
」
、
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
六
年
第
二
期
。

（
1
6
）
　
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
三
冊
所
収
、
「
三
　
高
昌
伝
供
酒
食
帳
」
に

　
　
は
、
「
H
］
酒
五
十
七
札
二
斗
」
、
「
□
口
□
札
五
斗
、
酒
二
旭
三
斗
」
の
よ
う
に
み
え
る

　
　
一
一
四
六
頁
一
。
「
旭
・
」
は
「
斜
」
と
解
さ
れ
る
。

（
1
7
）
　
西
域
文
化
研
究
会
編
『
西
域
出
土
古
文
書
目
録
』
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

（
1
8
）
＞
員
①
－
○
o
邑
三
H
昌
①
昌
旨
9
＞
ω
武
き
－
・
ド
○
氏
o
『
P
H
㊤
墨
（
ス
タ
イ
ン
著
『
内
奥
阿
細

　
　
亜
』
、
第
二
巻
）

　
［
付
記
］
　
本
稿
執
筆
後
、
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
十
冊
が
公
刊
さ
れ
た
一
但
し
、
刊
記
は

　
　
　
　
　
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
。
所
収
文
書
に
は
随
葬
衣
物
疏
は
み
え
な
い
が
、
そ
の
他
の
文

　
　
　
　
　
書
一
B
群
一
に
、
「
疋
」
（
馬
一
、
「
頭
」
（
駿
、
牛
一
、
「
畦
」
（
秋
菜
一
、
「
束
」
（
芥
一
、

　
　
　
　
　
「
本
」
一
契
一
な
ど
の
量
詞
が
み
え
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
中
国
文
物
研
究
所
④
文
物

　
　
　
　
　
考
古
文
献
研
究
所
等
編
『
吐
魯
番
出
土
文
書
［
壱
］
』
一
一
九
九
二
年
三
月
刊
行
予
雫

　
　
　
　
　
文
物
出
版
社
一
の
刊
行
予
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
入
手
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
二
年
九
月
二
日
記
）


